
新学期がスタートして早１ヶ月が過ぎました。

こども園では、新しく入園した子どもたちがやっと園生活のリズ

ムを覚えてきたところです。朝のお約束として、

・朝は外遊びをたっぷりすること。

・太陽の光を浴びながら庭いっぱいに広がって体操すること。

・朝の礼拝で心を静かにして、神様のお話を聞くこと。

これらのことを、少しずつ集団として、一緒に活動できるよう

になってきました。

朝の礼拝では、皆の前で各クラスのお当番が、 「きりすとこど

も園、あい組、○○です。」と名前を言います。これがとても緊張

するようで、自分の番が回ってきてもモジモジして声が出ない

お友だちもいます。皆の目が自分に集まる・・・何とも言えない雰

囲気で、なかなか前に進めません。

”声が出せない”と言う現実からスタートしても、「大丈夫だ

よ、きっと言えるようになるよ！」というメッセージを先生が送

ってあげます。子どもたちはそれぞれで自分と戦い葛藤し、元

気に挨拶するお友だちの姿を見て学んでいきます。そして自分

から少しずつ挨拶が出来るようになっていくのです。

いつの日か「早くお当番したい！」という声が聞けるのがと

ても楽しみです。神様が少しずつ

変えてくださることに感謝しま

す。私たちも、緊張を乗り越え挑

戦しようとする子どもたちを日々

応援していきます。

園長

いろんな活動や行事には体力

が必要です。成長の基礎とな

るからだ作りは、幼児期に大

切なもの。子どもたちは、頭

と身体をフル回転させながら

探求と交わりを深め、日々体

幹を整えていきます！

今月の聖句「喜ぶものといっしょに喜び、泣くものといっしょに泣きなさい。」
ローマ人への手紙１２章１５節

人生には、貧困であろうと裕福であろうと、そのことに関係なく、喜怒哀楽はつきものです。折し

も、熊本地震がいまだに収束しない状況ですが、被災された皆さんが、一時も早く平穏な生活を

取り戻されるようにお祈りします。

一方、「人生すべて塞翁が馬」の譬えで、万事が喜ばしい方向へ向くときもあり、喜ばしいこと

が続くことも、また事実です。節分会（え）で「福は～内、鬼は～外」と人々が望むわけですが、希

望通りに運ばないのが人生でもあります。喜ばしい出来事、悲しい出来事が起こった場合、私た

ちは慣行として、お祝いやお悔やみを致します。これは古来よりの習わしで、喜びと悲しみを分かち

合い、助け合いましょうという、とても素晴らしことです。こども園のお友達が、病気でおやすみする

と、その方がはやく「元気になりますように」と、みんなでお祈りします。このように、幼いときから、隣人

の幸・不幸に対して共感し、共有して、悲しみと喜びを分かち合うことがどんなにか心の力になる

ことを体験してほしいものです。 前理事長 池田公榮

5月の行事予定

9 日～ 14 日 家庭訪問(３才以上）

10 日(火) 尿検査（３才以上）

11 日(水) 弁当日

13 日(金) 誕生会(4･5 月生れ)

21 日(土) 親子遠足

父母会総会

24 日(火) 内科検診(全園児)

6月の行事予定

4 日(土) 家族の日参観(３才以上)

10 日(金) 歯科検診

14 日(火) 給食試食会（あい組）

16 日(木) 給食試食会（のぞみ組）

21 日(火) 海遊び・弁当日

28 日(火) 誕生会(6･7 月生れ)

30 日(木) 海遊び
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な
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す
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。
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れ
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梁
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皆
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お
子
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あ
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を
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っ
か
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受
け
止
め
て
く
だ
さ
る
安
全
基
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あ
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と
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す
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泣
い
て
も
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い
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よ
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ろ
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す
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連
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を
ご
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し
ま
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な
が
ら
、
ど
う
ぞ
十
分
な
休
養
も
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
梅
雨
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を
元
気
に
乗
り
越
え
る
た
め
に
も
、
毎
日
の
変
化
に
応
じ
た

対
応
や
食
事
・
睡
眠
に
留
意
し
、
保
護
者
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
楽
し
い
園
生
活
を
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

園

長

２０１６年度 年主題 〈平和をともに〉
0･1･2歳児５月主題 「気づいて」 3･4･5歳児５月主題 「気づき」
月のねがい 月のねがい
◎さんびかに親しむ ◎神さまに愛され、守られていることを知る
◎草花にふれて、散策を楽しむ ◎興味があることを見つけて、自分からかかわろう
◎ゆったりした生活リズムや雰囲気の中で、 とする
保育者と信頼関係を築き、思いや甘えを伝えようと ◎友だちとのふれあいやかかわりが生まれる
する ◎自分の気持ちや気づいたことを身近な人に伝えようとする
◎好きな場所、遊びを見つけて遊ぶ


